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概要 

 

 

[企業名] イーレックス株式会社 

 

[説明会名] 2025 年 3 月期第３四半期 決算説明会 

 

[決算期] 2025 年 3 月期 

 

[日程] 2025 年 2 月 12 日（水） 

 

[時間] 13:00 – 13:55 合計 55 分 

 （プレゼンテーション 25 分、質疑応答 30 分） 

 

[開催方式] ハイブリッド開催（会場およびオンライン） 

 

[登壇者] ２名 

 常務取締役  安永 崇伸（プレゼンター） 

 上席執行役員 財務経理部長 平井 教夫 
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安永：皆様、本日は貴重なお時間をいただきまして、ありがとうございます。 

それでは、2025 年 3 月期第３四半期決算補足説明のパワーポイント資料でご説明いたしま

す。 

 

 
 

まず、2 ページに、第３四半期の決算のポイントを示しております。 

小売事業が好調であることと、燃料部門の収支改善により、売上高/利益が計画対比上振れ

で進捗しました。売上高は 1,265 億円、開示しております通期計画に対して 81.4%の進捗で

す。営業利益は 80 億円、進捗率 148. 9%。税引前利益は 83 億円、進捗率 189. 7%。四半期

利益（当期純利益）は 44 億円、進捗率 234.2%となりました。 

この好調の要因・状況のポイントを、2 ページ下部にトピックスとして示しております。 

まず、1 点目は第１四半期、第２四半期から同様の事項です。電力調達の戦略によって、昨

年度は大変な赤字となり、ご迷惑とご心配をおかけいたしましたが、その反省を踏まえて、

需要動向に合わせた電力調達をしております。以前は需要動向と調達量が必ずしもリンク

していなかったため、需要に合わせて都度調達するように変更し、安定的な収益を確保して

いく戦略に変更しております。 

次に、小売が好調でしたが、特に電力先物価格を参照したプランが好評であったことや、使

用量が比較的多く利益率の高い需要家の獲得に成功したことが業績を牽引しております。 

また、海外事業に関して、2024 年 5 月に第三者割当増資のお引き受けを 4 社からいただき
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ました。国内事業に関しては 2024 年 12 月に JR 東日本様との資本業務提携により、第三者

割当増資のお引き受けをいただきました。 

発電燃料部門では、部門としては通期で赤字の計画となっておりますが、燃料価格の下落を

取り込み、赤字幅を縮小したことが業績の上振れに寄与しております。これらが第３四半期

のトピックスとなります。 

以下、若干重複もありますが、ご説明を続けさせていただきます。 

 

 

１．東日本旅客鉄道株式会社との資本業務提携 

 

 
 

まず 4 ページ、JR 東日本様との資本業務提携についてです。 

2024 年 5 月に第三者割当増資をお引き受けいただいた 4 社様は、弊社の海外事業で一緒に

何かできないかということにご関心を持っていただき、主な資金使途も海外事業というこ

とでした。 

一方で、JR 東日本様との協業は、アグリゲーション、蓄電池などの活用による脱炭素事業

の協業など、国内事業をターゲットにしております。JR 東日本様はこれから脱炭素を進め、

多様な電源を活用していかなければならない中にあり、弊社事業としても目指している「脱

炭素」という共通のキーワードから弊社にご注目いただきました。 
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弊社は新電力という立場で全国展開をして電源を各地から調達していますが、これらをど

のように活用していくのかにつきましては、25 年のノウハウがございます。このノウハウ

を生かして、両者 Win-Win の関係での事業展開ができればということで提携させていただ

きました。 

 

 
 

5 ページでは、国内外でのパートナー企業との事業展開イメージを模式図でお示ししていま

す。 

弊社は国内では発電、燃料販売、電力の小売とトレーディング事業を行っております。海外

では、燃料の開発や、ベトナムでのフューエルコンバージョンに力を入れております。こう

いった国内外の事業を、弊社は「挑戦とスピード」というキーワードで、迅速に果敢に、今

回の様々なお力添えをいただく事業パートナーの皆様と一緒に進めてまいります。 
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２．2025.3 期 第 3四半期 決算概要 

 

 
 

続きまして、7 ページの第 3 四半期の決算概要です。こちらは第 3 四半期までの累計実績で

すが、具体的な売上や利益の数字は先ほどのご説明と重複いたしますので割愛いたします。 

ポイントとしては、売上の 1,265 億円は、通期計画に対する進捗率が 81.4%となっておりま

す。こちらは何か特別な売上があったというものではなく、計画を若干上回って順調に推移

しているという状況です。 

販管費は、第３四半期までの累計値では、前年度対比で増加しております。これは海外事業

が順調に進捗した結果です。弊社としては前向きな結果だと考えております。 

利益については、相当な上振れとなっております。第３四半期までで、営業利益が 80 億円、

税引前利益が 83 億円です。第１四半期と第２四半期の営業利益と税引前利益は、為替の影

響で若干差異が出ておりました。第３四半期までの累計では、為替の影響はほぼ相殺されて

おります。営業利益と税引前利益の 3 億円の差は、為替の評価損益によるもので、プラスに

出ております。現在、円高や円安など為替が大きく振れておりますが、現時点で為替の影響

は大きくございません。 
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8 ページは、部門ごとの実績で、営業利益 80 億円という第３四半期までの進捗の内訳を示

しております。 

通期の計画通り、小売・トレーディング部門が全体の収益の源泉になっております。小売・

トレーディングで 98 億円の通期計画に対して、第３四半期時点で既にこの計画を上回り

104 億円に達しました。弊社内では、70 億円強と想定していたため、30 億円程度の上振れ

となっております。発電燃料部門は通期でマイナス 21 億円という計画でした。これは主に

PKS やペレットの燃料価格が高いことが要因となっております。この通期 21 億円マイナス

の赤字の計画に対して、第３四半期までの実績でマイナス 6 億円と、計画対比で 10 億円程

度上振れとなりました。燃料部門では世界的に PKS などの価格が若干下がったため、これ

を活用いたしました。また、発電部門では地道なコスト削減などを実施いたしました。 

海外部門については、通期計画でマイナス 13 億円となっておりましたが、第３四半期まで

で計画値を超え、マイナス 15 億円となっております。これはカンボジアでのバイオマス発

電プロジェクトが想定以上に順調に進み、調査費などが発生したため、予算を超過したもの

です。 

まとめますと、小売・トレーディング部門の業績が中心となり、営業利益については通期の

計画を上回る実績となりました。 
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9 ページでは、第３四半期のみの実績をお示ししております。これまでのご説明と異なるよ

うな特記事項は特にございません。第３四半期も小売・トレーディング部門が順調に業績を

上げており、このような実績となっております。 
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10 ページと 11 ページでは、好調な小売部門の高圧と低圧の状況をご説明しております。 

 

10 ページに記載しております高圧は、特に先物市場を活用した価格固定プランや、市場連

動と価格固定を組み合わせたハイブリッドプランの販売が順調に拡大しております。売上

高としては、記載の通り 419 億円となっております。販売電力量については、前年比で 50%

を超える増加となっております。 
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11 ページに記載しております低圧は、1 件当たりの使用量が比較的多く、粗利が比較的高

いお客様の獲得に成功いたしました。また電力各社共通の要因ですが、昨年第３四半期は気

温が高かったため販売量も伸びております。元々、販売量・売上ともに若干減少する計画で

したが、どちらも計画を上回っている状況です。 
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12 ページの貸借対照表のポイントとしては、まず、業績がおかげさまで黒字に転換してお

ります。また、第三者割当増資により資本増強をすることができました。現預金の増加と有

利子負債の減少の結果として、この第３四半期末時点での自己資本比率は 41.8%に回復い

たしました。 
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３．2025.3 期 第 4四半期以降の見通し 

 

 
 

続きまして、今後の見通しについてです。まず配当についてですが、昨年度は無配となり、

ステークホルダーの皆様に大変ご迷惑をおかけいたしました。今期は、これまで未定という

発表をしておりましたが、何とか復配をしたいと考えてまいりました。 

弊社の配当原資は、イーレックス単体の利益剰余金であるため、連結の数字とは少し異なっ

ておりますが、第３四半期までの進捗を踏まえまして、今年度は期末に 11 円の配当（復配）

という配当予想の修正を発表いたしました。弊社は成長投資に引き続き取り組んでいきた

いと考えておりますし、他方で安定的な配当もしっかり行っていきたいと考えております。 
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次に 15 ページです。昨年度の大幅な赤字を踏まえ、今年度は、成長投資と、国内の既存事

業での新しい取り組みを並行して進めながら黒字転換を果たすために、事業の構造改革、特

に需給のミスマッチを解消することに、最大限注力をしてまいりました。黒字が見えてきた

中で、さらに聖域なく事業の見直しをしていかなければなりません。これまで成長投資を強

調してまいりましたが、併せて事業構造改革を行い、どこに資本を投下するかの精査もしっ

かりと実施してまいります。 

昨年リリースいたしましたが、子会社の吸収合併や統廃合についても今後も取り組んでま

いります。 
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次の 16 ページに進みます。事業構造改革の一環として、不採算事業等の見直しを行うため

に一過性の費用を計上する予定としております。 

今年度上期の決算発表時点では、上振れはほぼ確実であるため、このままの進捗状況であれ

ば、上方修正することとなると申し上げました。第３四半期までで既に通期計画を大幅に上

回る利益の水準となっております。 

しかし、現在、反対に業績が好調であるがゆえに、このタイミングでなければ実施できない

本格的な不採算部門の整理なども実施していかなければならないという議論をしておりま

す。具体的な機関決定がされているわけではないため現時点では開示できませんが、通期の

業績予想で上方修正せず据え置いているのは、第４四半期で一過性の費用の計上を見込ん

でいるためです。詳細が発表できるようになれば、ご説明をさせていただきます。 

この一過性の費用を除けば、第４四半期に急激に業績が悪くなるようなことは足元では見

込んでおらず、順調であるということを申し添えます。 
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続いて 17 ページで、今後の事業のポイントをご説明いたします。まず海外事業では二つご

ざいます。一つは、ベトナムのハウジャンバイオマス発電所です。2024 年末に商用運転開

始を予定していた案件ですが、若干遅れ、2025 年 2 月下旬頃から商用運転開始を見込んで

おります。既に 2025 年 1 月から試運転に入り発電は開始をしておりますので、概ね順調と

考えております。 

ペレット工場は、2025 年 1 月に運転開始と従来ご説明をしておりましたが、こちらも若干

遅れて 2025 年 3 月下旬より商用運転開始予定となっております。2024 年 12 月から設備、

品質調整などの試運転は開始をしております。ペレット自体は工場の製造ラインで製造で

きており、試験をしている状況です。大きくは順調に進んでおり、2025 年 2 月 3 月に商用

運転開始に結び付けたいと見込んでおります。 

海外事業では、カーボンクレジットの収益化にも、非常に力を入れております。詳細は、参

考資料(P26)に記載しておりますが、昨年９月と今年 1 月に弊社社長がベトナムを訪問し、

閣僚級とのミーティングを実施し、進捗を確認しているという状況です。 

国内事業については、業績を牽引している小売について、いくつか新聞記事も出ております

が、新しいプランを次々と検討している状況です。加えて、今回様々な大口パートナーの

方々とのアライアンスも含めて、新たな事業としてアグリゲーションビジネスや蓄電池の

活用などについて早期に収益化できるよう、鋭意検討を進めているところです。これらの事

業が今後の業績に貢献できるよう、現在注力しております。 
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18 ページでは、ベトナム・カンボジアの最新状況のアップデートとして、直近のトピック

スをまとめております。 

ベトナムについては、石炭火力をバイオマス転換するフューエルコンバージョンの実施に

向け、ベトナム政府との協議に力を入れております。報道されておりますようにベトナムで

省庁再編があったため、弊社の事業をこれまで応援いただいていた関係者の方々とコミュ

ニケーションを取り、省庁再編後も変わらず事業継続できることを確認できております。

2025 年 1 月には、弊社社長がベトナムの主要関係閣僚の方々と会談を行い、事業を進める

ため、現在の懸案事項をまとめ、ベトナム・チン首相宛てに要望書を送付することで合意い

たしました。このように、ベトナム政府の体制変更も踏まえて順調に議論を進めております。 

カンボジアについては、水力発電は工事が順調に進んでおります。そして新たにバイオマス

発電を進めていく予定で、そのために近々オフィスを開設する予定です。カンボジアでの弊

社の第 1 号となるバイオマス発電所については、場所の選定や EPC の検討を進めている状

況です。 

 

                                          
  

                   

                                   

                                     

    

                                          

                                             
                  

                             

                             

                                                          

                                                                         

                                                                     

     

                        

                                               
                          



17 

 

 
19 ページと 20 ページは、先ほどご説明いたしました通りベトナムの第 1 号のバイオマス

発電所について記載しております。試運転は始まっておりますので、その状況をビジュアル

でご紹介しているものです。 
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同様に 21 ページ、22 ページは、ベトナムのペレット工場について記載しております。こち
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らにつきましても、試運転は始まっており、内部の状況を含めてご紹介しております。 

 

23 ページ以降は、海外事業を中心に、これまでのご説明の参考資料でございますので、ご

説明は省略させていただきます。 

 

私からのご説明は以上とさせていただきます。ご質問ございましたらよろしくお願いしま

す。 

 

 

質疑応答 

 
 

質問者１：ご説明ありがとうございました。3 点、質問させてください。一つ目が 16 ペー

ジでいただいた、第４四半期でご予定されている事業構造改革についてです。まだ機関決定

したものはないということなので、あまり詳しくは難しいかもしれませんが、どういう分野

ないし考え方で事業構造改革を考えていらっしゃるのか。もっと言ってしまうと、既にある

アセットを、ノンキャッシュで費用が出ることが中心になりそうなのか、それともキャッシ

ュが出ても、その事業構造改革をするような話になるのか。可能な範囲で詳しく教えてくだ

さい。 

また 16 ページのグラフの考え方ですが、第 3 四半期累計で既に通期計画の利益を達成して

いると思いますので、この棒グラフがおっしゃりたいことは、通期計画は達成できる、上振
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れする可能性は高いが、読めないので今回据え置きにしました、という意味合いなのか。こ

の「通期」と書いてあるのは、あくまで通期のイメージで、この事業構造改革の結果、今、

出されている計画が、上に行くか下に行くかわからないので、今回据え置いたということな

のか。この事業構造改革で出てくる一過性費用の水準感も、現時点ではわからない部分もあ

ると思うのですが、可能な範囲でご解説いただければと思います。以上 1 点目、よろしくお

願いします。  

 

安永：ご質問ありがとうございます。この事業構造改革は、内容については非開示とさせて

いただきます。イメージとしては、減損や特別損失等の類のものです。一桁億円ぐらいの規

模を想定しているのであれば上方修正しなければならないと思いますが、二桁億円にいく

ような規模のこともしっかりやらねば、と考えており、このような表現となっております。 

しかし、それをどこまでやるか、いくらかということは現時点では決まっておりません。通

期の計画は、構造改革をやらなければ確実に達成できると思っておりますが、今回の構造改

革の費用感がわからないので、今このような表現をしております。機関決定されていない以

上は、どのような数字もありうるということしか、申し上げられない状況です。申し訳あり

ません。 

 

質問者１：ありがとうございました。二つ目が 17 ページでいただいた海外事業のペレット

の日本等への輸出予定ですが、「日本等」なので日本には限らないかもしれませんが、どの

ぐらい目途が立っているのかを教えてください。特に関心があるのが、日本に持ってくる場

合、既存の FIT、FIP のようなものの置き換えを念頭に置いているのか。あるいは、Non-FIT

や石炭の混焼で FIT、FIP 対象でないものになると、コスト競争力があるのか、というとこ

ろにもなると思いますので。どのぐらい輸出の目途が立っているのかに関して、可能な範囲

でこちらもご解説いただければと思います。 
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安永：ありがとうございます。まず、売り先という意味では、まず少なくともこの第 1 号の

トゥエンクアンのペレット工場につきましては、ほぼ目途が立っているという状況です。売

り先、お客様がどこかというのは非開示とさせていただきます。今のご質問との兼ね合いで

いきますと、物としては認証材を売れる体制で進めております。Non-FIT という売り先も

あるのかもしれませんが、現状の少なくとも第 1 号の工場については、基本的に認証材を

使う発電所に売るという形になっております。  

 

質問者１：ありがとうございます。トゥエンクアンの 15 万トンのうち、どのくらいが輸出

に充てられるのでしょうか。 

 

安永：現状はほとんどです。 

 

 

                                          
  

    
    

    
   

      

                               
                      

                                    

                               
                       

                   

                   

                                   
                                 

                                   

                         

                                           

                          

                           

                         

                           

                                   

                       



22 

 
 

質問者１：ありがとうございます。最後 3 点目が電力小売で、特に 10 ページでいただいて

いる高圧の小売において、今期ではなくて来期に向けた考え方を伺いたいです。こちらの勝

手な認識を申し上げてしまうと、去年一昨年の段階では御社もそうでしたが、新電力も旧一

電も「収益重視です」「量を追うことはしません」ということをおっしゃっている方が多か

った印象があるのですが、ここへきてだいぶ「量を増やします」「事業を拡大したいです」

とおっしゃっている電力小売事業者が増えてきている印象があります。そうなってくると、

25 年度も御社の特に高圧小売の量や、あるいは利ざやもそうかもしれませんが、それらを

考えるときに、あまり今期からもう一段成長するとは見ない方がいいのか、それとも、独自

の売り方をしているので非常に好調で、競争環境などはあまり関係ないという状況なのか。

ここは来期に向けてどういうイメージを持つべきか。こちらも可能な範囲でお話しいただ

ければと思います。 

 

安永：来期なので、計画が定まっているが開示できないということではなく、まず、現在、

鋭意計画を検討中という状況でございます。 

まさにご指摘いただきました通り、また若干「価格競争・シェア拡大」のフェーズがきてい

るという感覚は確かにございます。こうした状況に対し、弊社は「シェアのために価格破壊

していく」というスタイルでは従来からやっておらず、どちらかというと収益重視であるこ

とは、今ご指摘いただいた通りでございます。 

このような中で、周囲が価格破壊競争を始めると、弊社としては、なかなか競争環境として
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は厳しくなっていくというのは、ご指摘の通りだと思います。これはどの会社もそうだと思

います。 

そのような中で、弊社の強みは、独自の先物を活用したプランです。これは、これまでの決

算説明の場でも「他社が真似してこないのか？」というご質問をいただいております。似た

ようなプランを出されているところもありますが、おそらく先物市場の買い方において若

干弊社にアドバンテージがあり、今のところ優位性があると思っております。そもそも価格

面では、より競争が厳しくなっていくことになるため、おっしゃる通り、同じことを続けて

いては、事業を伸ばしていくのは大変だと思います。したがって、最近業界誌でも取り上げ

ていただいたのですが、またさらに新しいプランを開発することや、先物の使い方にしても、

もう一段工夫をしてお客様にアピールしていけるような使い方、またその先には、このアグ

リゲーションビジネスといったところも、営業の柱にしていきたいと考えています。そうい

ったことで、今期好調なのですが、来期、これを維持する、あるいは上回っていくことがで

きるかは、まさに今議論中でございます。 

環境認識はご指摘の通りでございます。そこに対してどれだけ新しい付加価値でやってい

けるかを、今まさに検討中です。 

 

質問者１：大変よくわかりました。ありがとうございます。 

 

質問者２：ご説明ありがとうございます。来期の低圧の販売量の考え方について質問です。

全量市場連動見立てで、マージンも取れているかと思います。ただ、ティーダッシュを売却

されたということもありますし、来期、件数は減っているが、大口需要家の割合が増えてい

る状況にあるかと思いますので、この傾向を、来期もその割合を増やしていけそうなのか。

一方でティーダッシュ売却の影響もありへこんでしまうのか。来期の低圧販売量の方向感、

現状の見立てをお願いできますでしょうか。 

 

安永：ご質問ありがとうございます。まず来期の計画は、まだ定まっておりませんので、お

答えが難しい状況です。状況認識としては、ご指摘の通り、現状でも、件数は減少傾向にあ

る中で、量や利益率で利益を伸ばしている状況でございます。先ほど述べましたように、競

争環境も厳しくなっているので、何も手を打たないとなかなか厳しい。さらに、ご指摘の通

りティーダッシュの減少分の影響も、当然あります。現在、ちょうど 4 月の供給開始の契約

のタイミングですので、獲得についてまさに攻防をしているところです。来期計画はまさに

今、社内で検討中ということでございます。 

状況認識は、ご指摘のような状況で、厳しい要素がある中で、頑張っていきたいと考えてい

ます。 

 

質問者２：わかりました。ありがとうございます。 
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質問者３：来期にかけて海外のバイオマス発電、あるいはそのペレット工場の稼働で、これ

は来期、数字はともかく、それなりのインパクトを考えて良いのかどうか確認させてくださ

い。  

 

安永：ご質問ありがとうございます。来期のペレット工場やベトナムの発電所の運転開始に

伴うインパクトという質問と理解しました。商用運転を 2025 年 2 月や 3 月に開始いたしま

すので、来期収益貢献があるということにはなります。ただ、20MW の発電所とこの規模

のペレット工場ですので、弊社の全体の事業規模感、あるいは今の利益水準からすると、ま

だまだ微々たるものでございます。そこに発電所が何十基も続いていく、ペレット工場が続

いていくなど拡大してくると、最終的には国内事業を上回るという絵を将来ビジョンとし

て描いております。収益貢献はもちろん予定しているのですが、この発電所とペレット工場

の１基ずつでは、それほど大きなインパクトではないとご理解いただければと思います。 

 

質問者３：ありがとうございます。  

 

質問者４：先ほどの質問者１の質問と重なるのですが、来年度の電力小売の数字は、まだ当

然のことながら、ないというのはわかるのですが、競争状況的には厳しくなる方向なのか。

そのときに、御社としてはどういう展開を期待しうるのか。マイナス要素とプラス要素を分

けて整理、ご説明いただけますでしょうか。 

 

安永：ご質問ありがとうございます。電力小売のマイナス要素という意味では、従来からで

はありますが、特に低価格でシェアを取るという新規参入者も増えてきております。これも

従来からですが、例えば、規制料金が最も安価となっている地域もあり、制度的な要素もあ

ります。このように外部環境は引き続き厳しいことがマイナス要素であると思っておりま

す。 

弊社は、そのような中で価格破壊競争には参加せずに、利益を確保する体制でいきたいと考

えており、新電力の価格競争とは少し異なるやり方を志向しております。 

具体的な武器としては、他社がなかなか真似できないものという意味で、最近の業績を牽引

している先物プランがあります。環境面でも現在、電力の先物の環境整備がどんどん進んで

きております。最近でも、国や卸取引所で、様々な新しい取り組みが進められています。こ

のようなものを弊社はいち早く取り入れることで、他社に一歩先がけてプランを開発して

いくことができますし、やらねばならないと思っており、まさに現在そこに注力をしている

ところです。 

また、弊社は、低圧は全て CO2 フリープランにしております。本当はもっと競争力があっ

てもいいのではないか、という思いもありますが、これからカーボンプライシングの GX リ
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ーグ等で、国の CO2 への規制が始まると追い風となると考えております。このようなこと

も、環境としてプラス要素になると考えております。 

このように価格競争ではない形での付加価値収益戦略を引き続き考えてまいります。その

中で、JR 東日本様をはじめとするビジネスパートナーとのアライアンスも最大限取り込ん

でまいりたいと考えております。  

 

質問者４：平たく言うと、今回、今年度の電力小売・トレーディングでの利益が約 100 億規

模に到達すると思うのですが、この収益レベルの持続可能性について考えたかった次第で

す。先ほどの件は、再三ご説明いただいている通り、市場が使い勝手の面も含めてなかなか

整備が進まない中で、御社が先んじていろんなノウハウを蓄え、しかも活用度合いも進んで

いた。またこの市場に入ってくる業者も、そこまで長けた方もそれほど多くはなく、一定の

利潤を得られていたのではないかという印象もなきにしもあらずだと思います。市場整備

が進んで、もし使い勝手良くなってきたときに、これまでのようなアルファが取れるのか、

取り続けることができるのか、というのを素朴な疑問として思った次第です。この辺りにつ

いてお考えはございますか。 

 

安永：弊社は特に先物マーケットや市場の使い方のところについては、様々な事業者の参加

が増え、流動性が増して、使い勝手が良くなる方向になった方がむしろ良いと思っておりま

す。プレーヤーが増えて、取引相手の幅が広がったところで、まだ他社がやっていないよう

な取引形態をいろいろと追求していく。先物市場ができてからまだ数年ですし、JEPX がで

きて以降、市場というものを常にそのような形で使いながら進めてまいりました。「使う人

が増えると、ライバルが増えて損する」という発想ではなく、むしろどんどん仲間にする中

で、人より一歩早く新しいやり方を思いついて、だんだんそのやり方が普及していき流動性

が増していった方が、様々なリスクの取り方も含めて、ビジネスにはプラスだと考えており

ます。 

 

質問者４：ちなみに年間利益 100 億という規模感というのは、持続可能なのでしょうか。 

 

安永：持続可能にしていきたいと考えております。 

 

質問者４：わかりました。ありがとうございます。 

 

質問者１：バランスシートの自己資本比率に関して、現状どのくらいご満足されているのか

を教えてください。今回ご開示いただいた第 3 四半期の 41.8%に、おそらく JR 東日本社の

第三者割当の分がもう一段乗ってくる、というのが今のバランスシートの姿だと思うので

すが、もしチャンスがあれば、提携によって第三者割当増資で、その資本業務提携をして、
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もっと自己資本比率を上げていくということも選択肢というか、バランスシートは盤石に

したいというお考えになっている水準感なのか。それとももう今の水準は十分なので、もし

JR 東日本社のような方が他に手を上げたり、既存のパートナーがもっと御社の株を持ちた

いとなった場合、例えば自社株買いをしてそれを割り当てるような、株式市場を使うことな

く資本提携をするような選択肢もありうるのか、そのあたりまで含めて、今のバランスシー

トはどのぐらい盤石だと感じているのか教えてください。 

 

安永：ご質問ありがとうございます。自己資本比率の、41.8％という数字自体は、それなり

にきちんと資本を集めている水準であろうと思っております。一方で様々な、特に海外に投

資をしていこうと考えております。これまで発表しているような投資を、きちんと進めてい

こうとすると、自己資本比率の数値は、放っておくとどんどん悪くなってしまいます。そう

いう意味で、「これでよい」ということはなく資金調達も、財務体質も、もっと良くしてい

くことができるよう対応をしていかなければそもそも投資ができないということだと理解

をしています。 

 

質問者１：ありがとうございます。 
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